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担保付借入金 336 億円の全額返済完了 

ならびに特別利益発生の確定に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 5月 13 日付の開示のとおり、翌日 14 日付で当社保有不動産全 10 物件のうち

9 物件の売却・引渡しが完了いたしました。また残 1 物件（商業施設）の引渡しを、本日完了いた

しました。これにより、当社及び当社グループが保有する全不動産の売却を本日付で全て完了いた

しましたのでお知らせいたします。 

当社は、かねてより経営重点施策でありました、「財務基盤の健全化と強化」のため、全保有不

動産を売却することをゴールに掲げ、本日達成することとなり、今後は、平成 22 年 5 月 14 日にリ

リースいたしました新Ｗｅｂサイト「ジアース」に選択と集中し、収益の向上に努めてまいります。 

 

記 

１． 担保付借入金の完済について 

当社は、平成 20 年年初からのサブプライムローン問題発生時の有利子負債 368 億円のうち 365

億円を返済し、担保付借入金 336 億円の全額を本日約定通り完済いたしました。 

 

【サブプライムローン問題発生時】       【平成 22 年 6 月 4日時点】 

    有利子負債  ３６８億円          有利子負債    ３億円 

    担保付借入金 ３３６億円          担保付借入金      ０ 

 
２． 特別利益の確定について 

全保有不動産の売却に伴い、平成 23 年 3 月期第 1 四半期において、以下のとおり特別利益の

計上が確定いたしました。 

     
連結及び単体損益計算書   約１０億円 
（金額の詳細につきましては、現在精査中であります。） 

    以上 



【ご参考】 

 

１．サブプライム問題直後のＢ／Ｓとの比較 

 

サブプライム問題後、２年３ヶ月で全保有不動産の売却をいたしました。 

借入金３６５億円を返済、担保付借入金３３６億円を完済いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
２．全保有不動産売却による効果 
 

 
① 借入金が大幅に圧縮。ＩＤＵはほぼ無借金となります。 

（担保付借入金によるリスクを回避） 

 

② 自己資本比率が約７０％と向上します。 

（不動産売却前 約８％） 

 

③ 今期第１四半期に約１０億円の利益を確保でき、今期末の最終の黒字化 

を目指します。 

 

④ ＩＤＵはついにノンアセットとなり、新Ｗｅｂサイト「ジアース」に 

選択と集中します。 

(注) 上記につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、今後様々な要因により異なる場合があります。 

流動資産
販売用不動産 ０

固定資産
不動産 ０

流動負債
短期借入金 １

固定負債
長期借入金 ２

流動資産
販売用不動産 ３６９

固定資産
不動産 ６０

流動負債
短期借入金 １９４

固定負債
長期借入金 １７４

（単位：億円）

有利子負債 ３６８億円 有利子負債 ３億円

（単位：億円）

ゴール

２年３ヶ月

２００８年２月末のＢ/Ｓ【抜粋】 ２０１０年６月４日付のＢ/Ｓ【抜粋】


